
年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
【知識及び技能】
第一次世界大戦が勃発した経緯や，
大戦後の社会の様相について理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦が社会をどのように変えたのか
について，諸資料を活用して検討
し，自らの言葉で表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
人類のこれまでに経験したことのな
い大戦争がなぜ起きてしまったの
か，現代の大量消費社会がどのよう
に形成されたのかなどについて主体
的に考え，積極的に学習に臨むこと
ができる。

・指導事項
第３章第１節　国際秩序の変化や
              大衆化への問い
　　　第２節　第一次世界大戦と
大衆
　　　　　　　社会
①大衆社会の時代
②第一次世界大戦の展開
③国際協調体制の形成
④ソヴィエト連邦の成立と社会主
義
⑤アメリカ合衆国の台頭と大量消
費社会
⑥アジアの経済成長と移動する
人々
⑦反戦植民地の高揚と国際秩序の
変容
⑧民主主義の拡大と社会変革の動
き
⑨マスメディアの発達と日常生活

【知識及び技能】
１学期に学習した内容をふまえ，第一次世界
大戦勃発にいたる経緯を理解するのに必要な
知識を習得する。
戦間期の世界について，第二次世界大戦を導
くものは何かという視点に立って理解するの
に必要な知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し，第一次世界大戦や戦間期の
世界について，多面的・多角的に考察し，当
時の社会について自らの言葉で表現すること
が出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し，講義やグループワー
クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして
いる。

〇 〇

定期考査
○ ○ ○ 1

○ ○
定期考査

○

〇 27

27○○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

27○○○

【知識及び技能】
19世紀の世界を理解するのに必要十分な知識
を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用して，１９世紀の世界を多面
的・多角的に考察し，とくにアジア諸地域の
変容について後世への影響をふまえて自身の
考えを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し，講義やグループワー
クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして
いる。

・指導事項
第１章第１節　歴史と私たち
第２章第１節　近代化への問い
      第２節　結びつく世界と
　　　　　　　日本の開国
①18世紀の東アジア
②結びつくアジア諸地域
③18世紀のヨーロッパとアジア
④産業革命のはじまり
⑤世界市場の形成
⑥東アジア国際関係の変化と日本
の開国
⑦世界経済の変化と日本の産業革
命
      第３節　国民国家と明治維
新
①市民革命と近代社会
②自由主義とナショナリズム
③アジアの諸国家とその変容
④明治維新と東アジアの国際関係
・教材　等
『新選歴史総合』

第１章　歴史の扉
第２章　近代化と私たち
【知識及び技能】
Westeren Impactに直面したアジア
諸地域について，政治，経済，社会
など様々な観点からその変容につい
て理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
19世紀を通じて生じた世界諸地域の
変容について，諸資料を活用して考
察し，その意義やのちの時代に与え
た影響について自身の考えを表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の経済格差や環境問題への影響
など，現代社会とのつながりという
視点から19世紀をとらえ，主体的に
学習に取り組むことができる。

○

【知識及び技能】
19世紀後半から20世紀初頭の世界を理解する
のに必要十分な知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用して，帝国主義政策について多
面的・多角的に考察し，推進した欧米諸国と
その他諸地域の比較などを通じ，世界の変容
について自分の考えを表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し，講義やグループワー
クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして
いる。

・指導事項
第２章第３節　国民国家と明治維
新
⑤立憲制の広まり
⑥帝国主義と植民地
⑦日清戦争と華夷秩序の解体
⑧帝国主義諸国の強豪と国際関係
⑨植民地支配と植民地の近代
⑩20世紀はじめの世界
第４節　近代化と現代的な諸課題
・教材　等
『新選歴史総合』
『新選歴史総合　ワークノート』

第２章　近代化と私たち
【知識及び技能】
欧米諸国が帝国主義政策を推進する
にいたる政治的，経済的背景を理解
し，また，帝国主義政策に直面した
アジアやアフリカなどの諸地域の動
きについて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
帝国主義が起こった原因や，帝国主
義国による世界分割の進行と世界秩
序の変容について，諸資料から読み
取り，多面的・多角的に考察し，表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国が推進した帝国主義政策の
射程が現代まで伸ばせるものである
ことをふまえ，主体的に学習に取り
組むことができる。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史を現代社会における諸課題の背景
として捉え，より良い社会の実現のために主体
的，継続的に学習に取り組むことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合Ｂ

土屋

地理歴史 歴史総合Ｂ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
特に世界のなかの日本という視座から捉え，現
代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史に関
する基礎的な知識を身につけ，近現代世界の歴
史的推移について適切に理解することができ

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
特に世界のなかの日本という視座から捉え，現
代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史に関
する基礎的な知識を身につけ，近現代世界の歴
史的推移について適切に理解することができ

『新選歴史総合』東京書籍

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して，日本の地理や歴史を学ぶことの意味や，他
国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】



定期考査
○ ○ ○ 1

定期考査
○ ○ ○ 1

〇 27

３
学
期

第4章　グローバル化と私たち
【知識及び技能】
冷戦と国際関係，人と資本の移動，
高度情報通信，食料と人口，資源・
エネルギーと地球環境，感染症，多
様な人々の共存など現代社会が抱え
る問題と歴史との関係について理解
することが出来る。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦と国際関係，人と資本の移動，
高度情報通信，食料と人口，資源・
エネルギーと地球環境，感染症，多
様な人々の共存などに関する資料を
活用し，グローバル化に伴う生活や
社会の変容について多面的・多角的
に考察し，自身の考えを表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代的な諸課題に関する主題を設定
し，事象の背景や原因，結果や影響
などに着目して，多面的・多角的に
考察し，表現することを通して，歴
史的経緯を踏まえて，持続可能な社
会に向けて，現代的な諸課題の展望
を探究することができる

・指導事項
第４章第１節　グローバル化への
問い
　　　第２節　冷戦と世界経済
①冷戦の拡大と第三勢力
②キューバ危機と核兵器の管理
③脱植民地化の進展と地域紛争
④計画経済と開発
⑤冷戦下の日本とアジア
⑥日本と欧米先進国の経済成長
⑦地域連携の拡大
⑧ベトナム戦争と冷戦構造の変容
　　　第３節　世界秩序の変容と
日本
①問い直される近代
②石油危機と経済の自由化
③アジアの経済発展と日本
④冷戦の終結と世界
⑤拡散する地域紛争
⑥民主化の進展
⑦グローバル化と地域統合
⑧岐路に立つ世界と日本
　　　第４節　現代的な諸課題の
　　　　　　　形成と展望
・教材　等
『新選歴史総合』
『新選歴史総合　ワークノート』

【知識及び技能】
戦後世界の歴史的展開について理解するのに
必要な知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会の抱える諸問題について多面的・多
角的に考察し，特にその歴史的背景と今後の
展望について，自身の考えを表現することが
出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
１年間の学習内容をふまえて，現代社会の抱
える諸問題について探究できるテーマを設定
することが出来る。

〇 〇

２
学
期

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
【知識及び技能】
第一次世界大戦が勃発した経緯や，
大戦後の社会の様相について理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦が社会をどのように変えたのか
について，諸資料を活用して検討
し，自らの言葉で表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
人類のこれまでに経験したことのな
い大戦争がなぜ起きてしまったの
か，現代の大量消費社会がどのよう
に形成されたのかなどについて主体
的に考え，積極的に学習に臨むこと
ができる。

・指導事項
第３章第１節　国際秩序の変化や
              大衆化への問い
　　　第２節　第一次世界大戦と
大衆
　　　　　　　社会
①大衆社会の時代
②第一次世界大戦の展開
③国際協調体制の形成
④ソヴィエト連邦の成立と社会主
義
⑤アメリカ合衆国の台頭と大量消
費社会
⑥アジアの経済成長と移動する
人々
⑦反戦植民地の高揚と国際秩序の
変容
⑧民主主義の拡大と社会変革の動
き
⑨マスメディアの発達と日常生活

【知識及び技能】
１学期に学習した内容をふまえ，第一次世界
大戦勃発にいたる経緯を理解するのに必要な
知識を習得する。
戦間期の世界について，第二次世界大戦を導
くものは何かという視点に立って理解するの
に必要な知識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し，第一次世界大戦や戦間期の
世界について，多面的・多角的に考察し，当
時の社会について自らの言葉で表現すること
が出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し，講義やグループワー
クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして
いる。

〇 〇

合計

140

〇 27

第３章　国際秩序の変化や大衆化と
私たち
【知識及び技能】
各国の経済状態が政治の在り方を変
質させ，第二次世界大戦を導いたこ
とを理解することができる。
アジア太平洋戦争における日本の敗
戦によるアジアの変容について理解
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦に至る経緯につい
て，諸資料を活用して，経済状況と
政治思想の関係などから考察を加
え，自身の言葉で表現することが出
来る。
【学びに向かう力、人間性等】
二度の世界大戦という経験が，現代
社会に与えた影響について思考し，
積極的に学習に取り組むことができ
る。

・指導事項
第３章第３節　経済危機と第二次
　　　　　　　世界大戦
①世界恐慌
②アジア・アフリカと大衆社会
③国際協調体制の崩壊
④日中戦争と深刻化する世界の危
機
⑤第二次世界大戦の勃発
⑥第二次世界大戦における連合国
と戦後構想
⑦アジア太平洋戦争と日本の敗戦
⑧連合国の占領政策と冷戦
・教材　等
『新選歴史総合』
『新選歴史総合　ワークノート』

【知識及び技能】
世界恐慌とファシズムの台頭，アジア・アフ
リカ諸国の戦間期の動向について理解するの
に必要な知識を習得する。
ポーランド侵攻に端を発するヨーロッパ戦線
と，日中戦争がアジア太平洋戦争へと拡大し
てく様相を理解するのに必要な知識を習得す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
世界恐慌に直面した各国の動向について，諸
資料を活用して比較・考察することが出来
る。
第二次世界大戦
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に授業に参加し，講義やグループワー
クなどを通じて歴史的思考力を養おうとして
いる。

〇 〇 〇 28


